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TLDにおけるIDN文字列のルール

• ICANNが統一ルールを制定

– TLDは世界中のインターネットユーザーが使うので、TLDにおけるIDN
にはさまざまな言語の文字が使われる

• 各TLDは、どの言語の文字列であるかがTLD申請時に決められる

– ただし、TLDを構成する文字列は複数の言語の文字を組み合わせて
はいけない

• 文字列の組み合わせはその言語で使用可能と定義された文字の中からのみ

– ある言語のTLDを構成する文字列のルール（言語ルール）は、その
言語のコミュニティがICANNに提案し、ICANNが提案全体を統合
して統一ルールを作成する

• 言語コミュニティの代表：生成パネル（Generation Panel）
• 統一ルール作成：統合パネル（Integration Panel）

– 漢字など、複数の言語で共有される文字は、その文字を共有する
言語コミュニティが協力して統一ルールの基礎を作成する

• 漢字の他には、アラビア文字、インド系文字、ラテン系文字などがある
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IDN TLDに関して解くべき課題

• 各言語で使用する文字
– TLD文字列の中で使用可能な文字の集合

– その集合の中での異体字の定義

• 複数の言語が文字を共有する場合の異体字の扱い

– 異体字とは

• 同じ発音・意味を持つが異なる字体の文字のこと

• 漢字の「国」と「國」など

– 異体字の定義は言語、国、文化、使用される文脈で異なる

– 課題

• 各言語ルールにおいて異体字をどう定義するか、どう扱うか

• TLD（ルートゾーン）用のルールで、異体字を持つ言語ルールを

どのように統合するか
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言語生成パネル
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設立中

設立準備中

活動中

設立済

各言語のルールを検討するためのチーム「言語生成パネル」が
言語毎に自主的に作られ検討を実施中

各言語の生成パネルの状況(2015年4月9 日現在)

<https://community.icann.org/download/attachments/48343936/ICANN%20IDN%20Pr
ogram_9April_Download.pdf?version=1&modificationDate=1428913835000&api=v2>

出典



漢字に関する検討体制

• 生成パネル

– 中国・台湾等が協力し中国語生成パネルCGPを設立（ICANN承認済み）

– 日本は日本語生成パネルJGPを設立（ICANN承認済み）

– 韓国は韓国語生成パネルKGPを設立 (ICANNへの申請は未実施)

• 中国語(C)-日本語(J)-韓国語(K)間の協力

– TLDでは文字列申請時以外に言語の区別ができないため、中国語・日本語

・韓国語で共通に使う文字である漢字については、統一ルールで扱う必要が

ある

例えば、 「.国中」と「.國中」のどちらを（もしくは両方を）TLD文字列として使えるか

「.国中」と「.國中」の両方を使えるとして、それらの運営者は別でもよいか

– このような統一ルール検討・作成のための協力を各言語とドメイン名に関す

る専門家チームCGP・JGP・KGPにて2015年5月に合同で会合を実施。

– これらはすべて、ICANN IDN TLDに関連する活動の一環で行われている
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CJKの言語ルール間の関係

平仮名 片仮名
漢字

ハングル
・・・ ・・・

日本語ルール

中国語ルール

韓国語ルール

JGP CGP KGP

協力・協調

script
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課題の検討状況

• CGP、KGPとの情報交換・調整状況

– 漢字で使用可能な文字集合の案を共有

• 中国語TLD用ルール案 漢字12,500文字（19,500文字から縮退）

• 日本語TLD用ルール案 漢字 6,300文字（JIS第一水準+第二水準）＋平仮名＋片仮名

• 韓国語TLD用ルール案 漢字 6,000文字＋ハングル（検討中）

– 異体字

• 中国語TLD用ルール案 あり（繁体字と簡体字）

• 日本語TLD用ルール案 なし

• 韓国語TLD用ルール案 あり の方向で検討中

• 2015年5月 CGP、JGP、KGPでの合同会合を開催

– JGPから統一ルールを自動生成するためのフレームワークを提案し、採用

された

– フレームワークに基づき CGP、KGP、JGPがそれぞれのルールを検討中
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今後の予定
• 日本での活動

– 各課題について引き続きJGPで検討

– 2015年6月下旬に第2回CGP、KGP、JGPでの合同会合を開催予定

– 統一ルールに向けた調整方針の検討

• CGP、JGP、KGPでの活動

– CJKでの文字集合、異体字有無など、漢字を利用するコミュニティに共通し

て影響が生じる部分に関する対応の合意

– 統一ルールを作成するチームとの調整
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※ 日本語生成パネル(JGP)の活動については、<http://j-gp.jp>をご参照ください



（参考）日本語生成パネルメンバー
2015年6月8日現在
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一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター
（JPNIC）
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レジストリ/レジストラ専門家 村上嘉隆 株式会社ブライツコンサルティング
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